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１． 目的  

 （１） ESD を我が国の公民館をモデルにした CLC を通じて普及させる。 

  ①  岡山大学は「Kominkan サミット 2007」や「ESD 国際シンポジウム(2008)」を開催し、公民館を活用した

ESD の推進を提唱してきた。これまでの参加国から 3 つの国／地域を選定し、CLC を拠点とした ESD と食・健

康に関するモデル事業を実施し、教育モデルについて検証・策定する。 

② ESD推進のための高等教育機関の役割と CLCの連携について検討を行う。 

２． 活動 

(1) ワークショップの開催 

対象国・地域はバングラデシュ（ダッカ市近郊）、インドネシア（ジョグジャカルタ市）、ザンビア（ルサカ市

Chawama地区）の３カ国／地域で、本年度は2009年 1月にダッカで、2009年 2月にはルサカ市においてCLC

と ESD に関するワークショップを開催した。 

①バングラデシュ 

UNESCO, Dhaka 事務所と現地の NGOの DAM（Dhaka Ashania Mission）の協力を得て、主として地域開発、

保健、NFE(識字教育等)に従事する NGO、大学（ダッカ大学等）、政府（教育省等）、国連機関（ユニセフ等）約

50 名の参加があった。同国で ESD に関する初めての会議となった。現地新聞 4紙において報道された。 

②ザンビア 

JICA の PHC(Primary health care)プロジェクトの活動地域でもあった、Chawama 地区（未計画居住区）の現

地住民団体 CBO(Community Based Organization)の中で主導的役割を果たす、Chawama Youth Program と協

力してや関係する地元機関（学校、警察）、Health center（保健センター）や JOCV,WFP 等 40 名の参加があっ

た。ユネスコ本部の顧問を務めるコッパーベルト大学の Shumba 教授やザンビア大学の Hangombe 博士らも参

加した。ザンビア大学は同地域での実習を検討する。本ワークショップはザンビア国営放送にて報道された。 

 (2) 我が国の公民館を拠点とした ESD活動について視察／意見交換 

インドネシアからは RCE(Regional Centers  of  Expertise) ジョグジャカルタの中核であるガジャマダ大学の

専門家（栄養／保健の専門家）を岡山に招聘して公民館におけるESD活動を視察し、今後の計画を検討した。 

 

３． 成果 

（１） 期待する成果 

バングラデシュ、インドネシア、ザンビアの 3カ国・地域でそれぞれの実情に即した ESD活動が行われる見込

みである。ザンビアではチャワマ地区という限られた地域であるが、関係者の間で定期的に ESD の会合が開

催されることとなり、我が国の公民館をモデルとした ESD 普及のアフリカ最初の試みとなる見込みである。 

（２） 成果物 

CLC を拠点として地域住民と共に ESD（とりわけ、食／栄養／健康に関連したテーマを中心とする）を推進する

ための地域リーダーのためのハンドブック、AV 教材を作成し活用されることを目指す。 
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目 的
（１） ESDを我が国の公民館をモデルにしたCLCを通じて普及させる。

① 岡山大学は「Kominkanサミット2007」や「ESD国際シンポジウム(2008)」を開催し、
公民館を活用したESDの推進を提唱してきた。これまでの参加国から3カ国／地域を選定し
、CLCを拠点としたESDと食・健康に関するモデル事業を実施し、教育モデルについて検証・
策定する。

② ESD推進のための高等教育機関の役割とCLCの連携について検討を行う。

(1) ワークショップの開催

対象国・地域はバングラデシュ（ダッカ市近郊）、インドネシア（ジョグジャカルタ市）、ザンビア
（ルサカ市チャワマ地区）３カ国で、本年度は2009年1月にダッカで(左写真)、2009年2月に
はルサカ市においてCLCとESDに関するワークショップを開催した。（右写真）

(2) 我が国の公民館を拠点としたESD活動について視察／意見交換

インドネシアからはRCE(Regional Centers  of  Expertise) ジョグジャカルタの中核である
ガジャマダ大学の専門家（栄養／保健の専門家）を岡山に招聘して公民館におけるESD活
動を視察し、今後の計画を検討した。

（１） 期待する成果

バングラデシュ、インドネシア、ザンビアの3カ国・地域でそれぞれの実情に即したESD活
動が行われる見込みである。ザンビアではチャワマ地区という限られた地域であるが、関
係者の間で定期的にESDの会合が開催されることとなり、我が国の公民館をモデルとした
ESD普及のアフリカ最初の試みとなる見込みである。ザンビア大学は同地域での実習を
実施することを今後計画する。

（左写真：京山公民館の作成したESD普及Tシャツを着用するスタッフとシュンバ博士／ハ
ンゴンベ博士）

（２） 成果物

CLCを拠点として地域住民と共にESD（とりわけ、食／栄養／健康に関連したテーマを中
心とする）を推進するための地域リーダーのためのハンドブック、AV教材を作成し活用さ
れることを目指す。

ESDの視点を導入することにより改善が期待される保健教育
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